
4 　 T を正の定数とする．0 5 tで定義された連続関数 y(t)は，k = 0, 1, 2, · · · · · · に

対し
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のように交互に 2つの微分方程式を満たす．
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を考慮して，以下の問に答えよ．

(1) y(kT )と y
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)
の間の関係式および y
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)
と y((k + 1)T )

の間の関係式を求めよ．

(2) y(kT )と y((k + 1)T )の間の関係式を導き，y(0) = 0としたときの y(kT )を k と

T を用いて表せ．

(3) 極限値 lim
k→∞

y(kT )を求めよ．


